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事業の名称 ： 阪神間計画道路事業

　　　　　　　　　　    ３．５．７０２号　小花滝山線

実施都市名 ： 川 西 市  

様式３

１



　本路線は、阪急・能勢電鉄と立体交差し、川西能勢口駅東
地区を南北に縦断する交通結節上重要な位置にある。 当地
区は、 市の中心市街地であったが、 鉄道の連続立体交差事
業により駅舎が西へ移転すると共に移転先では 駅前再開発
で大型商業施設が展開され、 当地区の賑わいが年々衰退し
てきた。そこで、まちづくり交付金事業を活用し都市空間の形
成を創造することにより、 交通の円滑化・景観の向上 ・ バリ
アフリー化・賑わいの再生等、魅力ある街路空間の形成を図
る。

事　業　概　要　

　
事  業  名：阪神間都市計画道路事業
　　　　　　　　　　３．５．７０２号　小花滝山線
路  線  名：小花滝山線
事業箇所：川西市中央町～小花一丁目
事業延長：３２０ｍ
幅　　　員：１６ｍ（２車線）
総事業費：約３３億円
事業期間：平成１３年～平成１８年
　延長３２０ｍ ・ 幅員１６ｍ　コンセプトは『災害に強く、人と
地球にやさしい道づくり』とし、 電線共同溝による無電柱化、
ポケットパーク内の耐震性防火水槽、 リサイクル製品の採
用、 ヒートアイランド現象抑制のため歩道には透水性ブロ
ックを採用し、段差を最小限に抑え歩行性の向上、また歩
道には趣向的な照明灯 ・ 街路樹ライトアップなどアーバン
リゾートをイメージし、 ベンチ ・ 花壇等の緑化・光の演出
など趣向を凝らしている。
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事　業　の　目　的
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小花滝山線の整備効果アピール資料

「整備効果」
○街路整備による利便性の向上により
　　　　　　 　          南北交通量１８０％増加
○主要幹線道路の渋滞緩和・駅前広場
　　　　　                           へのアクセス向上
○歩道整備によるアメニティー空間の創出
○防災機能の確立
○電線共同溝による都市景観の向上
○周辺幹線道路の交差点で渋滞長が
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６％減少

整備後：H１８．８

○事業概要
事  業  名：阪神間都市計画道路事業
　　　　　　　３．５．７０２号　小花滝山線
路  線  名：小花滝山線
事業箇所：川西市中央町～小花一丁目
事業延長：３２０ｍ
幅　　　員：１６ｍ（２車線）
総事業費：約３３億円
事業期間：Ｈ１３年度～Ｈ１８年度

○交通量調査結果
整備前　平成１７年　７月６日
整備後　平成１８年１１月７日
　交通量①　2,826台/12hr
　　　　　　　　→4,228台/12hr  １５０％増加
　交通量②　856台/12hr
                      →2,383台/12hr  ２７８％増加
　渋滞長　205m→110m　に緩和
○アンケート調査
　 ・歩道整備 → 安心安全の確保
　 ・無電柱化、植栽 → 道路景観が向上
　　

整備前：H１６．８
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事　業　前　写　真

平成１６年８月撮影

事業前写真２ 事業前写真３

平成１６年８月撮影 平成１７年７月撮影
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事　業　後　写　真

平成１８年８月撮影

平成２０年２月撮影 平成１９年２月撮影

６


